
次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1．これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（種
しゅ

別
べつ

：土
ど

木
ぼく

）の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。表
ひょう

紙
し

とも 12 枚
まい

61 問
もん

題
だい

あります。

2．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）には間
ま

違
ちが

いのないように，試
し

験
けん

地
ち

，氏
し

名
めい

，受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

すると

ともに受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.42 までの 4 2 問
もん

題
だい

は選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

です。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.11 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 9 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.12〜No.31 までの 2 0 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.32〜No.42 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.43〜No.53 までの 1 1 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.54〜No.61 までの 8 問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから

全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

以
い

上
じょう

の結
けっ

果
か

，全
ぜん

部
ぶ

で 40 問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

することになります。

4．それぞれの選
せん

択
たく

指
し

定
てい

数
すう

を超
こ

えて解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は，減
げん

点
てん

となります。

5．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

6．解
かい

答
とう

は別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）にHBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してください。

（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

問題番号 解答記入欄

No. 1 1 2 3 4

No. 2 1 2 3 4



No. 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから，

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

なお，正
せい

解
かい

は�問
もん

について一
ひと

つしかないので，二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶすと正
せい

解
かい

となりません。

7．解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

は，二
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

したこととなり正
せい

解
かい

となりません。

8．この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

ただし，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

9．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）を必
かなら

ず試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

後
ご

，退
たい

室
しつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）は，いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

10．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（ 1 2 時
じ

4 0 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

は，持
も

ち帰
かえ

りはできません。

2
土
ど

木
ぼく

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

土
ど

木
ぼく

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（後
こう

期
き

）試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：土
ど

木
ぼく

）

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。



※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1〜 No.11 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 9 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 1】 土
ど

工
こう

の作
さ

業
ぎょう

に使
し

用
よう

する建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ バックホゥは，主
おも

に機
き

械
かい

の位
い

置
ち

よりも高
たか

い場
ば

所
しょ

の掘
くっ

削
さく

に用
もち

いられる。

⑵ トラクタショベルは，主
おも

に狭
せま

い場
ば

所
しょ

での深
ふか

い掘
くっ

削
さく

に用
もち

いられる。

⑶ ブルドーザは，掘
くっ

削
さく

・押
おし

土
ど

及
およ

び短
たん

距
きょ

離
り

の運
うん

搬
ぱん

作
さ

業
ぎょう

に用
もち

いられる。

⑷ スクレーパは，敷
しき

均
なら

し・締
しめ

固
かた

め作
さ

業
ぎょう

に用
もち

いられる。

【No. 2】 土
ど

質
しつ

試
し

験
けん

における�試
し

験
けん

名
めい

�とその�試
し

験
けん

結
けっ

果
か

の利
り

用
よう

�に関
かん

する次
つぎ

の組
くみ

合
あわ

せのうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

［試
し

験
けん

名
めい

］ ［試
し

験
けん

結
けっ

果
か

の利
り

用
よう

］

⑴ 砂
すな

置
ち

換
かん

法
ほう

による土
つち

の密
みつ

度
ど

試
し

験
けん

地
じ

盤
ばん

改
かい

良
りょう

工
こう

法
ほう

の設
せっ

計
けい

⑵ ポータブルコーン貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

性
せい

の判
はん

定
てい

⑶ 土
つち

の一
いち

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

試
し

験
けん

原
げん

地
じ

盤
ばん

の支
し

持
じ

力
りょく

の推
すい

定
てい

⑷ コンシステンシー試
し

験
けん

盛
もり

土
ど

材
ざい

料
りょう

の適
てき

否
ひ

の判
はん

断
だん

【No. 3】 盛
もり

土
ど

の施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 盛
もり

土
ど

の基
き

礎
そ

地
じ

盤
ばん

は，あらかじめ盛
もり

土
ど

完
かん

成
せい

後
ご

に不
ふ

同
どう

沈
ちん

下
か

等
など

を生
しょう

じるおそれがないか検
けん

討
とう

する。

⑵ 敷
しき

均
なら

し厚
あつ

さは，盛
もり

土
ど

材
ざい

料
りょう

，施
せ

工
こう

法
ほう

及
およ

び要
よう

求
きゅう

される締
しめ

固
かた

め度
ど

等
など

の条
じょう

件
けん

に左
さ

右
ゆう

される。

⑶ 土
つち

の締
しめ

固
かた

めでは，同
おな

じ土
つち

を同
おな

じ方
ほう

法
ほう

で締
し

め固
かた

めても得
え

られる土
つち

の密
みつ

度
ど

は含
がん

水
すい

比
ひ

により異
こと

なる。

⑷ 盛
もり

土
ど

工
こう

における構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

縁
えん

部
ぶ

の締
しめ

固
かた

めは，大
おお

型
がた

の締
しめ

固
かた

め機
き

械
かい

により入
にゅう

念
ねん

に締
し

め固
かた

める。

【No. 4】 軟
なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

における次
つぎ

の改
かい

良
りょう

工
こう

法
ほう

のうち，載
さい

荷
か

工
こう

法
ほう

に該
がい

当
とう

するものはどれか。

⑴ プレローディング工
こう

法
ほう

⑵ ディープウェル工
こう

法
ほう

⑶ サンドコンパクションパイル工
こう

法
ほう

⑷ 深
しん

層
そう

混
こん

合
ごう

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

― 1 ―



【No. 5】 コンクリートに使
し

用
よう

するセメントに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ セメントは，高
たか

い酸
さん

性
せい

を持
も

っている。

⑵ セメントは，風
ふう

化
か

すると密
みつ

度
ど

が小
ちい

さくなる。

⑶ 早
そう

強
きょう

ポルトランドセメントは，プレストレストコンクリート工
こう

事
じ

に適
てき

している。

⑷ 中
ちゅう

庸
よう

熱
ねつ

ポルトランドセメントは，ダム工
こう

事
じ

等
など

のマスコンクリートに適
てき

している。

【No. 6】 コンクリートを棒
ぼう

状
じょう

バイブレータで締
し

め固
かた

める場
ば

合
あい

の留
りゅう

意
い

点
てん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のう

ち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 棒
ぼう

状
じょう

バイブレータの挿
そう

入
にゅう

時
じ

間
かん

の目
め

安
やす

は，一
いっ

般
ぱん

には=〜15 秒
びょう

程
てい

度
ど

である。

⑵ 棒
ぼう

状
じょう

バイブレータの挿
そう

入
にゅう

間
かん

隔
かく

は，一
いっ

般
ぱん

に 50 cm以
い

下
か

にする。

⑶ 棒
ぼう

状
じょう

バイブレータは，コンクリートに穴
あな

が残
のこ

らないようにすばやく引
ひ

き抜
ぬ

く。

⑷ 棒
ぼう

状
じょう

バイブレータは，コンクリートを横
よこ

移
い

動
どう

させる目
もく

的
てき

では用
もち

いない。

【No. 7】 フレッシュコンクリートに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ブリーディングとは，練
ねり

混
ま

ぜ水
すい

の一
いち

部
ぶ

が遊
ゆう

離
り

してコンクリート表
ひょう

面
めん

に上
じょう

昇
しょう

する現
げん

象
しょう

である。

⑵ ワーカビリティーとは，運
うん

搬
ぱん

から仕
し

上
あ

げまでの一
いち

連
れん

の作
さ

業
ぎょう

のしやすさのことである。

⑶ レイタンスとは，コンクリートの柔
やわ

らかさの程
てい

度
ど

を示
しめ

す指
し

標
ひょう

である。

⑷ コンシステンシーとは，変
へん

形
けい

又
また

は流
りゅう

動
どう

に対
たい

する抵
てい

抗
こう

性
せい

である。

【No. 8】 コンクリートの仕
し

上
あ

げと養
よう

生
じょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 密
みつ

実
じつ

な表
ひょう

面
めん

を必
ひつ

要
よう

とする場
ば

合
あい

は，作
さ

業
ぎょう

が可
か

能
のう

な範
はん

囲
い

でできるだけ遅
おそ

い時
じ

期
き

に金
かな

ごてで仕
し

上
あ

げる。

⑵ 仕
し

上
あ

げ後
ご

，コンクリートが固
かた

まり始
はじ

める前
まえ

に発
はっ

生
せい

したひび割
わ

れは，タンピング等
など

で修
しゅう

復
ふく

する。

⑶ 養
よう

生
じょう

では，コンクリートを湿
しつ

潤
じゅん

状
じょう

態
たい

に保
たも

つことが重
じゅう

要
よう

である。

⑷ 混
こん

合
ごう

セメントの湿
しつ

潤
じゅん

養
よう

生
じょう

期
き

間
かん

は，早
そう

強
きょう

ポルトランドセメントよりも短
みじか

くする。

― 2 ―



【No. 9】 既
き

製
せい

杭
くい

工
こう

法
ほう

の杭
くい

打
う

ち機
き

の特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ドロップハンマは，杭
くい

の重
じゅう

量
りょう

以
い

下
か

のハンマを落
らっ

下
か

させて打
う

ち込
こ

む。

⑵ ディーゼルハンマは，打
だ

撃
げき

力
りょく

が大
おお

きく，騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

と油
あぶら

の飛
ひ

散
さん

をともなう。

⑶ バイブロハンマは，振
しん

動
どう

と振
しん

動
どう

機
き

・杭
くい

の重
じゅう

量
りょう

によって，杭
くい

を地
じ

盤
ばん

に押
お

し込
こ

む。

⑷ 油
ゆ

圧
あつ

ハンマは，ラムの落
らっ

下
か

高
たか

さを任
にん

意
い

に調
ちょう

整
せい

でき，杭
くい

打
う

ち時
じ

の騒
そう

音
おん

を小
ちい

さくできる。

【No. 10】 場
ば

所
しょ

打
う

ち杭
くい

工
こう

法
ほう

の特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 施
せ

工
こう

時
じ

における騒
そう

音
おん

と振
しん

動
どう

は，打
だ

撃
げき

工
こう

法
ほう

に比
くら

べて大
おお

きい。

⑵ 大
だい

口
こう

径
けい

の杭
くい

を施
せ

工
こう

することにより，大
おお

きな支
し

持
じ

力
りょく

が得
え

られる。

⑶ 杭
くい

材
ざい

料
りょう

の運
うん

搬
ぱん

等
など

の取
とり

扱
あつか

いが容
よう

易
い

である。

⑷ 掘
くっ

削
さく

土
ど

により，基
き

礎
そ

地
じ

盤
ばん

の確
かく

認
にん

ができる。

【No. 11】 土
ど

留
ど

め工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ アンカー式
しき

土
ど

留
ど

め工
こう

法
ほう

は，引
ひっ

張
ぱり

材
ざい

を用
もち

いる工
こう

法
ほう

である。

⑵ 切
きり

梁
ばり

式
しき

土
ど

留
ど

め工
こう

法
ほう

には，中
ちゅう

間
かん

杭
ぐい

や火
ひ

打
う

ち梁
ばり

を用
もち

いるものがある。

⑶ ボイリングとは，砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

で地
ち

下
か

水
すい

位
い

以
い

下
か

を掘
くっ

削
さく

した時
とき

に，砂
すな

が吹
ふ

き上
あ

がる現
げん

象
しょう

である。

⑷ パイピングとは，砂
さ

質
しつ

土
ど

の弱
よわ

いところを通
とお

ってヒービングがパイプ状
じょう

に生
しょう

じる現
げん

象
しょう

である。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.12〜 No.31 までの 2 0 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 12】 鋼
こう

材
ざい

の特
とく

性
せい

，用
よう

途
と

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 低
てい

炭
たん

素
そ

鋼
こう

は，延
えん

性
せい

，展
てん

性
せい

に富
と

み，橋
きょう

梁
りょう

等
など

に広
ひろ

く用
もち

いられている。

⑵ 鋼
こう

材
ざい

の疲
ひ

労
ろう

が心
しん

配
ぱい

される場
ば

合
あい

には，耐
たい

候
こう

性
せい

鋼
こう

材
ざい

等
など

の防
ぼう

食
しょく

性
せい

の高
たか

い鋼
こう

材
ざい

を用
もち

いる。

⑶ 鋼
こう

材
ざい

は，応
おう

力
りょく

度
ど

が弾
だん

性
せい

限
げん

度
ど

に達
たっ

するまでは弾
だん

性
せい

を示
しめ

すが，それを超
こ

えると塑
そ

性
せい

を示
しめ

す。

⑷ 継
けい

続
ぞく

的
てき

な荷
か

重
じゅう

の作
さ

用
よう

による摩
ま

耗
もう

は，鋼
こう

材
ざい

の耐
たい

久
きゅう

性
せい

を劣
れっ

化
か

させる原
げん

因
いん

になる。

【No. 13】 鋼
こう

道
どう

路
ろ

橋
きょう

の架
か

設
せつ

工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，市
し

街
がい

地
ち

や平
へい

坦
たん

地
ち

で桁
けた

下
した

空
くう

間
かん

が使
し

用
よう

でき

る現
げん

場
ば

において一
いっ

般
ぱん

に用
もち

いられる工
こう

法
ほう

として適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ ケーブルクレーンによる直
じか

吊
つ

り工
こう

法
ほう

⑵ 全
ぜん

面
めん

支
し

柱
ちゅう

式
しき

支
し

保
ほ

工
こう

架
か

設
せつ

工
こう

法
ほう

⑶ 手
て

延
の

べ桁
げた

による押
おし

出
だ

し工
こう

法
ほう

⑷ クレーン車
しゃ

によるベント式
しき

架
か

設
せつ

工
こう

法
ほう

【No. 14】 コンクリートの劣
れっ

化
か

機
き

構
こう

について説
せつ

明
めい

した次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 中
ちゅう

性
せい

化
か

は，コンクリートのアルカリ性
せい

が空
くう

気
き

中
ちゅう

の炭
たん

酸
さん

ガスの浸
しん

入
にゅう

等
など

で失
うしな

われていく現
げん

象
しょう

で

ある。

⑵ 塩
えん

害
がい

は，硫
りゅう

酸
さん

や硫
りゅう

酸
さん

塩
えん

等
など

の接
せっ

触
しょく

により，コンクリート硬
こう

化
か

体
たい

が分
ぶん

解
かい

したり溶
よう

解
かい

する現
げん

象
しょう

であ

る。

⑶ 疲
ひ

労
ろう

は，荷
か

重
じゅう

が繰
く

り返
かえ

し作
さ

用
よう

することでコンクリート中
ちゅう

にひび割
わ

れが発
はっ

生
せい

し，やがて大
おお

きな

損
そん

傷
しょう

となる現
げん

象
しょう

である。

⑷ 凍
とう

害
がい

は，コンクリート中
ちゅう

に含
ふく

まれる水
すい

分
ぶん

が凍
とう

結
けつ

し，氷
こおり

の生
せい

成
せい

による膨
ぼう

張
ちょう

圧
あつ

でコンクリートが

破
は

壊
かい

される現
げん

象
しょう

である。

【No. 15】 河
か

川
せん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 河
か

川
せん

において，下
か

流
りゅう

から上
じょう

流
りゅう

を見
み

て右
みぎ

側
がわ

を右
う

岸
がん

，左
ひだり

側
がわ

を左
さ

岸
がん

という。

⑵ 河
か

川
せん

には，浅
あさ

くて流
なが

れの速
はや

い淵
ふち

と，深
ふか

くて流
なが

れの緩
ゆる

やかな瀬
せ

と呼
よ

ばれる部
ぶ

分
ぶん

がある。

⑶ 河
か

川
せん

の流
りゅう

水
すい

がある側
がわ

を堤
てい

外
がい

地
ち

，堤
てい

防
ぼう

で守
まも

られている側
がわ

を堤
てい

内
ない

地
ち

という。

⑷ 河
か

川
せん

堤
てい

防
ぼう

の天
てん

端
ば

の高
たか

さは，計
けい

画
かく

高
こう

水
すい

位
い

（H. W. L. ）と同
おな

じ高
たか

さにすることを基
き

本
ほん

とする。
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【No. 16】 河
か

川
せん

護
ご

岸
がん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 基
き

礎
そ

工
こう

は，洗
せん

掘
くつ

に対
たい

する保
ほ

護
ご

や裏
うら

込
ご

め土
ど

砂
しゃ

の流
りゅう

出
しゅつ

を防
ふせ

ぐために施
せ

工
こう

する。

⑵ 法
のり

覆
おおい

工
こう

は，堤
てい

防
ぼう

の法
のり

勾
こう

配
ばい

が緩
ゆる

く流
りゅう

速
そく

が小
ちい

さな場
ば

所
しょ

では，間
けん

知
ち

ブロックで施
せ

工
こう

する。

⑶ 根
ね

固
がため

工
こう

は，河
か

床
しょう

の洗
せん

掘
くつ

を防
ふせ

ぎ，基
き

礎
そ

工
こう

・法
のり

覆
おおい

工
こう

を保
ほ

護
ご

するものである。

⑷ 低
てい

水
すい

護
ご

岸
がん

の天
てん

端
ば

保
ほ

護
ご

工
こう

は，流
りゅう

水
すい

によって護
ご

岸
がん

の裏
うら

側
がわ

から破
は

壊
かい

しないように保
ほ

護
ご

するものである。

【No. 17】 砂
さ

防
ぼう

えん堤
てい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 前
ぜん

庭
てい

保
ほ

護
ご

工
こう

は，堤
てい

体
たい

への土
ど

石
せき

流
りゅう

の直
ちょく

撃
げき

を防
ふせ

ぐために設
もう

けられる構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

である。

⑵ 袖
そで

は，洪
こう

水
ずい

を越
えつ

流
りゅう

させないようにし，水
みず

通
とお

し側
がわ

から両
りょう

岸
がん

に向
む

かって上
のぼ

り勾
こう

配
ばい

とする。

⑶ 側
そく

壁
へき

護
ご

岸
がん

は，越
えつ

流
りゅう

部
ぶ

からの落
らっ

下
か

水
すい

が左
さ

右
ゆう

の法
のり

面
めん

を侵
しん

食
しょく

することを防
ぼう

止
し

するための構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

である。

⑷ 水
みず

通
とお

しは，越
えつ

流
りゅう

する流
りゅう

量
りょう

に対
たい

して十
じゅう

分
ぶん

な大
おお

きさとし，一
いっ

般
ぱん

にその断
だん

面
めん

は逆
ぎゃく

台
だい

形
けい

である。

【No. 18】 地
じ

すべり防
ぼう

止
し

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 抑
よく

制
せい

工
こう

は，杭
くい

等
など

の構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

により，地
じ

すべり運
うん

動
どう

の一
いち

部
ぶ

又
また

は全
ぜん

部
ぶ

を停
てい

止
し

させる工
こう

法
ほう

である。

⑵ 地
じ

すべり防
ぼう

止
し

工
こう

では，一
いっ

般
ぱん

的
てき

に抑
よく

止
し

工
こう

，抑
よく

制
せい

工
こう

の順
じゅん

序
じょ

で施
せ

工
こう

を行
おこ

う。

⑶ 抑
よく

止
し

工
こう

は，地
ち

形
けい

等
など

の自
し

然
ぜん

条
じょう

件
けん

を変
へん

化
か

させ，地
じ

すべり運
うん

動
どう

を停
てい

止
し

又
また

は緩
かん

和
わ

させる工
こう

法
ほう

である。

⑷ 集
しゅう

水
すい

井
せい

工
こう

の排
はい

水
すい

は，原
げん

則
そく

として，排
はい

水
すい

ボーリングによって自
し

然
ぜん

排
はい

水
すい

を行
おこな

う。

【No. 19】 道
どう

路
ろ

のアスファルト舗
ほ

装
そう

における路
ろ

床
しょう

の施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 盛
もり

土
ど

路
ろ

床
しょう

では，J層
そう

の敷
しき

均
なら

し厚
あつ

さは仕
し

上
あが

り厚
あつ

で 40 cm以
い

下
か

を目
め

安
やす

とする。

⑵ 安
あん

定
てい

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

は，現
げん

状
じょう

路
ろ

床
しょう

土
ど

とセメントや石
せっ

灰
かい

等
など

の安
あん

定
てい

材
ざい

を混
こん

合
ごう

する工
こう

法
ほう

である。

⑶ 切
きり

土
ど

路
ろ

床
しょう

では，表
ひょう

面
めん

から 30 cm程
てい

度
ど

以
い

内
ない

にある木
もっ

根
こん

や転
てん

石
せき

等
など

を取
と

り除
のぞ

いて仕
し

上
あ

げる。

⑷ 置
お

き換
か

え工
こう

法
ほう

は，軟
なん

弱
じゃく

な現
げん

状
じょう

路
ろ

床
しょう

土
ど

の一
いち

部
ぶ

又
また

は全
ぜん

部
ぶ

を良
りょう

質
しつ

土
ど

で置
お

き換
か

える工
こう

法
ほう

である。
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【No. 20】 道
どう

路
ろ

のアスファルト舗
ほ

装
そう

における締
しめ

固
かた

めの施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 転
てん

圧
あつ

温
おん

度
ど

が高
たか

過
す

ぎると，ヘアクラックや変
へん

形
けい

等
など

を起
お

こすことがある。

⑵ 二
に

次
じ

転
てん

圧
あつ

は，一
いっ

般
ぱん

にロードローラで行
おこな

うが，振
しん

動
どう

ローラを用
もち

いることもある。

⑶ 仕
し

上
あ

げ転
てん

圧
あつ

は，不
ふ

陸
りく

整
せい

正
せい

やローラマークの消
しょう

去
きょ

のために行
おこな

う。

⑷ 締
しめ

固
かた

め作
さ

業
ぎょう

は，継
つぎ

目
め

転
てん

圧
あつ

，初
しょ

転
てん

圧
あつ

，二
に

次
じ

転
てん

圧
あつ

及
およ

び仕
し

上
あ

げ転
てん

圧
あつ

の順
じゅん

序
じょ

で行
おこな

う。

【No. 21】 道
どう

路
ろ

のアスファルト舗
ほ

装
そう

の補
ほ

修
しゅう

工
こう

法
ほう

に関
かん

する下
か

記
き

の説
せつ

明
めい

文
ぶん

に該
がい

当
とう

するものは，次
つぎ

のう

ちどれか。

�局
きょく

部
ぶ

的
てき

なくぼみ，ポットホール，段
だん

差
さ

等
など

に舗
ほ

装
そう

材
ざい

料
りょう

で応
おう

急
きゅう

的
てき

に充
じゅう

填
てん

する工
こう

法
ほう

�

⑴ オーバーレイ工
こう

法
ほう

⑵ 打
うち

換
か

え工
こう

法
ほう

⑶ 切
せっ

削
さく

工
こう

法
ほう

⑷ パッチング工
こう

法
ほう

【No. 22】 道
どう

路
ろ

の普
ふ

通
つう

コンクリート舗
ほ

装
そう

における施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはど

れか。

⑴ コンクリート版
ばん

が温
おん

度
ど

変
へん

化
か

に対
たい

応
おう

するように，車
しゃ

線
せん

に直
ちょっ

交
こう

する横
よこ

目
め

地
じ

を設
もう

ける。

⑵ コンクリートの打
うち

込
こ

みにあたって，フィニッシャーを用
もち

いて敷
し

き均
なら

す。

⑶ 敷
し

き広
ひろ

げたコンクリートは，フロートで一
いち

様
よう

かつ十
じゅう

分
ぶん

に締
し

め固
かた

める。

⑷ 表
ひょう

面
めん

仕
し

上
あ

げの終
お

わった舗
ほ

装
そう

版
ばん

が所
しょ

定
てい

の強
きょう

度
ど

になるまで乾
かん

燥
そう

状
じょう

態
たい

を保
たも

つ。

【No. 23】 ダムの施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 転
てん

流
りゅう

工
こう

は，ダム本
ほん

体
たい

工
こう

事
じ

を確
かく

実
じつ

に，また容
よう

易
い

に施
せ

工
こう

するため，工
こう

事
じ

期
き

間
かん

中
ちゅう

の河
か

川
せん

の流
なが

れを迂
う

回
かい

させるものである。

⑵ コンクリートダムのコンクリート打
だ

設
せつ

に用
もち

いる RCD工
こう

法
ほう

は，単
たん

位
い

水
すい

量
りょう

が少
すく

なく，超
ちょう

硬
かた

練
ね

り

に配
はい

合
ごう

されたコンクリートをタイヤローラで締
し

め固
かた

める工
こう

法
ほう

である。

⑶ グラウチングは，ダムの基
き

礎
そ

岩
がん

盤
ばん

の弱
じゃく

部
ぶ

の補
ほ

強
きょう

を目
もく

的
てき

とした最
もっと

も一
いっ

般
ぱん

的
てき

な基
き

礎
そ

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

であ

る。

⑷ ベンチカット工
こう

法
ほう

は，ダム本
ほん

体
たい

の基
き

礎
そ

掘
くっ

削
さく

に用
もち

いられ，せん孔
こう

機
き

械
かい

で穴
あな

をあけて爆
ばく

破
は

し順
じゅん

次
じ

上
じょう

方
ほう

から下
か

方
ほう

に切
き

り下
さ

げていく掘
くっ

削
さく

工
こう

法
ほう

である。
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【No. 24】 トンネルの山
さん

岳
がく

工
こう

法
ほう

における掘
くっ

削
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 吹
ふき

付
つ

けコンクリートは，吹
ふき

付
つ

けノズルを吹
ふき

付
つ

け面
めん

に対
たい

して直
ちょっ

角
かく

に向
む

けて行
おこな

う。

⑵ ロックボルトは，特
とく

別
べつ

な場
ば

合
あい

を除
のぞ

き，トンネル横
おう

断
だん

方
ほう

向
こう

に掘
くっ

削
さく

面
めん

に対
たい

して斜
なな

めに設
もう

ける。

⑶ 発
はっ

破
ぱ

掘
くっ

削
さく

は，地
ち

質
しつ

が硬
こう

岩
がん

質
しつ

の場
ば

合
あい

等
など

に用
もち

いられる。

⑷ 機
き

械
かい

掘
くっ

削
さく

は，全
ぜん

断
だん

面
めん

掘
くっ

削
さく

方
ほう

式
しき

と自
じ

由
ゆう

断
だん

面
めん

掘
くっ

削
さく

方
ほう

式
しき

に大
たい

別
べつ

できる。

【No. 25】 下
か

図
ず

は傾
けい

斜
しゃ

型
がた

海
かい

岸
がん

堤
てい

防
ぼう

の構
こう

造
ぞう

を示
しめ

したものである。図
ず

のL〜Mの構
こう

造
ぞう

名
めい

称
しょう

に関
かん

する次
つぎ

の組
くみ

合
あわ

せのうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

L N M

⑴ 裏
うら

法
のり

被
ひ

覆
ふく

工
こう

根
ね

留
どめ

工
こう

基
き

礎
そ

工
こう

⑵ 表
おもて

法
のり

被
ひ

覆
ふく

工
こう

基
き

礎
そ

工
こう

根
ね

留
どめ

工
こう

⑶ 表
おもて

法
のり

被
ひ

覆
ふく

工
こう

根
ね

留
どめ

工
こう

基
き

礎
そ

工
こう

⑷ 裏
うら

法
のり

被
ひ

覆
ふく

工
こう

基
き

礎
そ

工
こう

根
ね

留
どめ

工
こう

【No. 26】 ケーソン式
しき

混
こん

成
せい

堤
てい

の施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ケーソンは，えい航
こう

直
ちょく

後
ご

の据
すえ

付
つ

けが困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

には，波
は

浪
ろう

のない安
あん

定
てい

した時
じ

期
き

まで沈
ちん

設
せつ

して

仮
かり

置
お

きする。

⑵ ケーソンは，海
かい

面
めん

がつねにおだやかで，大
おお

型
がた

起
き

重
じゅう

機
き

船
せん

が使
し

用
よう

できるなら，進
しん

水
すい

したケーソン

を据
すえ

付
つ

け場
ば

所
しょ

までえい航
こう

して据
す

え付
つ

けることができる。

⑶ ケーソンは，注
ちゅう

水
すい

開
かい

始
し

後
ご

，着
ちゃく

底
てい

するまで中
ちゅう

断
だん

することなく注
ちゅう

水
すい

を連
れん

続
ぞく

して行
おこな

い，速
すみ

やかに

据
す

え付
つ

ける。

⑷ ケーソンの中
なか

詰
づ

め後
ご

は，波
なみ

により中
なか

詰
づ

め材
ざい

が洗
あら

い流
なが

されないように，ケーソンのふたとなるコ

ンクリートを打
だ

設
せつ

する。
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【No. 27】 �鉄
てつ

道
どう

の用
よう

語
ご

�と�説
せつ

明
めい

�に関
かん

する次
つぎ

の組
くみ

合
あわ

せのうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

［鉄
てつ

道
どう

の用
よう

語
ご

］ ［説
せつ

明
めい

］

⑴ 線
せん

路
ろ

閉
へい

鎖
さ

工
こう

事
じ

線
せん

路
ろ

内
ない

で，列
れっ

車
しゃ

や車
しゃ

両
りょう

の進
しん

入
にゅう

を中
ちゅう

断
だん

して行
おこな

う工
こう

事
じ

のこと

⑵ 軌
き

間
かん

レールの車
しゃ

輪
りん

走
そう

行
こう

面
めん

より下
か

方
ほう

の所
しょ

定
てい

距
きょ

離
り

以
い

内
ない

における左
さ

右
ゆう

レール頭
とう

部
ぶ

間
かん

の最
さい

短
たん

距
きょ

離
り

のこと

⑶ 緩
かん

和
わ

曲
きょく

線
せん

鉄
てつ

道
どう

車
しゃ

両
りょう

の走
そう

行
こう

を円
えん

滑
かつ

にするために直
ちょく

線
せん

と円
えん

曲
きょく

線
せん

，又
また

は二
ふた

つの曲
きょく

線
せん

の間
あいだ

に設
もう

けられる特
とく

殊
しゅ

な線
せん

形
けい

のこと

⑷ 路
ろ

盤
ばん

自
し

然
ぜん

地
じ

盤
ばん

や盛
もり

土
ど

で構
こう

築
ちく

され，路
ろ

床
しょう

を支
し

持
じ

する部
ぶ

分
ぶん

のこと

【No. 28】 鉄
てつ

道
どう

の営
えい

業
ぎょう

線
せん

近
きん

接
せつ

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 保
ほ

安
あん

管
かん

理
り

者
しゃ

は，工
こう

事
じ

指
し

揮
き

者
しゃ

と相
そう

談
だん

し，事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

責
せき

任
にん

者
しゃ

を指
し

導
どう

し，列
れっ

車
しゃ

の安
あん

全
ぜん

運
うん

行
こう

を確
かく

保
ほ

する。

⑵ 重
じゅう

機
き

械
かい

の運
うん

転
てん

者
しゃ

は，重
じゅう

機
き

械
かい

安
あん

全
ぜん

運
うん

転
てん

の講
こう

習
しゅう

会
かい

修
しゅう

了
りょう

証
しょう

の写
うつ

しを添
そ

えて，監
かん

督
とく

員
いん

等
など

の承
しょう

認
にん

を

得
え

る。

⑶ 複
ふく

線
せん

以
い

上
じょう

の路
ろ

線
せん

での積
つ

みおろしの場
ば

合
あい

は，列
れっ

車
しゃ

見
み

張
はり

員
いん

を配
はい

置
ち

し，車
しゃ

両
りょう

限
げん

界
かい

をおかさないよう

に材
ざい

料
りょう

を置
お

かなければならない。

⑷ 列
れっ

車
しゃ

見
み

張
はり

員
いん

は，信
しん

号
ごう

炎
えん

管
かん

・合
あい

図
ず

灯
とう

・呼
よび

笛
こ

・時
と

計
けい

・時
じ

刻
こく

表
ひょう

・緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

表
ひょう

を携
けい

帯
たい

しなければなら

ない。

【No. 29】 シールド工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ シールド工
こう

法
ほう

は，開
かい

削
さく

工
こう

法
ほう

が困
こん

難
なん

な都
と

市
し

の下
げ

水
すい

道
どう

工
こう

事
じ

や地
ち

下
か

鉄
てつ

工
こう

事
じ

をはじめ，海
かい

底
てい

道
どう

路
ろ

トンネ

ルや地
ち

下
か

河
か

川
せん

の工
こう

事
じ

等
など

で用
もち

いられる。

⑵ シールド工
こう

法
ほう

に使
し

用
よう

される機
き

械
かい

は，フード部
ぶ

，ガーダー部
ぶ

，テール部
ぶ

からなる。

⑶ 泥
でい

水
すい

式
しき

シールド工
こう

法
ほう

では，ずりがベルトコンベアによる輸
ゆ

送
そう

となるため，坑
こう

内
ない

の作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

は

悪
わる

くなる。

⑷ 土
ど

圧
あつ

式
しき

シールド工
こう

法
ほう

は，一
いっ

般
ぱん

に粘
ねん

性
せい

土
ど

地
じ

盤
ばん

に適
てき

している。

【No. 30】 上
じょう

水
すい

道
どう

の管
かん

布
ふ

設
せつ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 管
かん

の布
ふ

設
せつ

は，原
げん

則
そく

として低
てい

所
しょ

から高
こう

所
しょ

に向
む

けて行
おこな

う。

⑵ ダクタイル鋳
ちゅう

鉄
てつ

管
かん

の据
すえ

付
つ

けでは，管
かん

体
たい

の管
かん

径
けい

，年
ねん

号
ごう

の記
き

号
ごう

を上
うえ

に向
む

けて据
す

え付
つ

ける。

⑶ 一
いち

日
にち

の布
ふ

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

完
かん

了
りょう

後
ご

は，管
かん

内
ない

に土
ど

砂
しゃ

，汚
お

水
すい

等
など

が流
りゅう

入
にゅう

しないよう木
き

蓋
ぶた

等
など

で管
かん

端
たん

部
ぶ

をふさぐ。

⑷ 鋳
ちゅう

鉄
てつ

管
かん

の切
せつ

断
だん

は，直
ちょく

管
かん

及
およ

び異
い

形
けい

管
かん

ともに切
せつ

断
だん

機
き

で行
おこな

うことを標
ひょう

準
じゅん

とする。
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【No. 31】 下
げ

水
すい

道
どう

管
かん

渠
きょ

の接
せつ

合
ごう

方
ほう

式
しき

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 水
すい

面
めん

接
せつ

合
ごう

は，管
かん

渠
きょ

の中
ちゅう

心
しん

を接
せつ

合
ごう

部
ぶ

で一
いっ

致
ち

させる方
ほう

式
しき

である。

⑵ 管
かん

頂
ちょう

接
せつ

合
ごう

は，流
りゅう

水
すい

は円
えん

滑
かつ

であるが，下
か

流
りゅう

ほど深
ふか

い掘
くっ

削
さく

が必
ひつ

要
よう

となる。

⑶ 管
かん

底
てい

接
せつ

合
ごう

は，接
せつ

合
ごう

部
ぶ

の上
じょう

流
りゅう

側
がわ

の水
すい

位
い

が高
たか

くなり，圧
あつ

力
りょく

管
かん

となるおそれがある。

⑷ 段
だん

差
さ

接
せつ

合
ごう

は，マンホールの間
かん

隔
かく

等
など

を考
こう

慮
りょ

しながら，階
かい

段
だん

状
じょう

に接
せつ

続
ぞく

する方
ほう

式
しき

である。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.32〜 No.42 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 32】 労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

，休
きゅう

憩
けい

，休
きゅう

日
じつ

，年
ねん

次
じ

有
ゆう

給
きゅう

休
きゅう

暇
か

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

して，労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

がP時
じ

間
かん

を超
こ

える場
ば

合
あい

には少
すく

なくともJ時
じ

間
かん

の休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

の途
と

中
ちゅう

に与
あた

えなければならない。

⑵ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

して，原
げん

則
そく

として毎
まい

週
しゅう

少
すく

なくともJ回
かい

の休
きゅう

日
じつ

を与
あた

えなければならな

い。

⑶ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

組
くみ

合
あい

との協
きょう

定
てい

により，労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

を延
えん

長
ちょう

して労
ろう

働
どう

させる場
ば

合
あい

でも，延
えん

長
ちょう

して労
ろう

働
どう

させた時
じ

間
かん

はJ箇
か

月
げつ

に 150 時
じ

間
かん

未
み

満
まん

でなければならない。

⑷ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，雇
やとい

入
い

れの日
ひ

からQ箇
か

月
げつ

間
かん

継
けい

続
ぞく

勤
きん

務
む

し全
ぜん

労
ろう

働
どう

日
び

のP割
わり

以
い

上
じょう

出
しゅっ

勤
きん

した労
ろう

働
どう

者
しゃ

には，

10日
にち

の有
ゆう

給
きゅう

休
きゅう

暇
か

を与
あた

えなければならない。

【No. 33】 災
さい

害
がい

補
ほ

償
しょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

し，又
また

は疾
しっ

病
ぺい

にかかった場
ば

合
あい

においては，使
し

用
よう

者
しゃ

は，その費
ひ

用
よう

で必
ひつ

要
よう

な

療
りょう

養
よう

を行
おこな

い，又
また

は必
ひつ

要
よう

な療
りょう

養
よう

の費
ひ

用
よう

を負
ふ

担
たん

しなければならない。

⑵ 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が重
じゅう

大
だい

な過
か

失
しつ

によって業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

し，かつ使
し

用
よう

者
しゃ

がその過
か

失
しつ

について行
ぎょう

政
せい

官
かん

庁
ちょう

へ

届
とどけ

出
で

た場
ば

合
あい

には，使
し

用
よう

者
しゃ

は障
しょう

害
がい

補
ほ

償
しょう

を行
おこな

わなくてもよい。

⑶ 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が業
ぎょう

務
む

上
じょう

負
ふ

傷
しょう

した場
ば

合
あい

，その補
ほ

償
しょう

を受
う

ける権
けん

利
り

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

の退
たい

職
しょく

によって変
へん

更
こう

され

ることはない。

⑷ 業
ぎょう

務
む

上
じょう

の負
ふ

傷
しょう

，疾
しっ

病
ぺい

又
また

は死
し

亡
ぼう

の認
にん

定
てい

等
とう

に関
かん

して異
い

議
ぎ

のある者
もの

は，行
ぎょう

政
せい

官
かん

庁
ちょう

に対
たい

して，審
しん

査
さ

又
また

は事
じ

件
けん

の仲
ちゅう

裁
さい

を申
もう

し立
た

てることができる。

【No. 34】 作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

の選
せん

任
にん

を必
ひつ

要
よう

としない作
さ

業
ぎょう

は，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

の切
き

りばり又
また

は腹
はら

起
お

こしの取
とり

付
つ

け又
また

は取
と

り外
はず

しの作
さ

業
ぎょう

⑵ 掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さがSm以
い

上
じょう

となる地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

の作
さ

業
ぎょう

⑶ 道
どう

路
ろ

のアスファルト舗
ほ

装
そう

の転
てん

圧
あつ

の作
さ

業
ぎょう

⑷ 高
たか

さが=m以
い

上
じょう

のコンクリート造
ぞう

の工
こう

作
さく

物
ぶつ

の解
かい

体
たい

又
また

は破
は

壊
かい

の作
さ

業
ぎょう
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【No. 35】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

とは，元
もと

請
うけ

，下
した

請
うけ

その他
た

いかなる名
めい

義
ぎ

をもってするかを問
と

わず，建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の完
かん

成
せい

を請
う

け負
お

う営
えい

業
ぎょう

をいう。

⑵ 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は，当
とう

該
がい

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

の施
せ

工
こう

の技
ぎ

術
じゅつ

上
じょう

の管
かん

理
り

をつかさどる主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を置
お

かなければ

ならない。

⑶ 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

は，主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

がその職
しょく

務
む

として行
おこな

う指
し

導
どう

に従
したが

わなければな

らない。

⑷ 公
こう

共
きょう

性
せい

のある施
し

設
せつ

に関
かん

する重
じゅう

要
よう

な工
こう

事
じ

である場
ば

合
あい

，請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

の額
がく

にかかわらず，工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

ご

とに専
せん

任
にん

の主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を置
お

かなければならない。

【No. 36】 車
しゃ

両
りょう

の最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，車
しゃ

両
りょう

制
せい

限
げん

令
れい

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれ

か。

ただし，高
こう

速
そく

自
じ

動
どう

車
しゃ

国
こく

道
どう

を通
つう

行
こう

するセミトレーラ連
れん

結
けつ

車
しゃ

又
また

はフルトレーラ連
れん

結
けつ

車
しゃ

，及
およ

び

道
どう

路
ろ

管
かん

理
り

者
しゃ

が国
こく

際
さい

海
かい

上
じょう

コンテナの運
うん

搬
ぱん

用
よう

のセミトレーラ連
れん

結
けつ

車
しゃ

の通
つう

行
こう

に支
し

障
しょう

がないと

認
みと

めて指
し

定
てい

した道
どう

路
ろ

を通
つう

行
こう

する車
しゃ

両
りょう

を除
のぞ

くものとする。

⑴ 車
しゃ

両
りょう

の最
さい

小
しょう

回
かい

転
てん

半
はん

径
けい

の最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

は，車
しゃ

両
りょう

の最
さい

外
そと

側
がわ

のわだちについて 12 mである。

⑵ 車
しゃ

両
りょう

の長
なが

さの最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

は，15 mである。

⑶ 車
しゃ

両
りょう

の軸
じく

重
じゅう

の最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

は，10 tである。

⑷ 車
しゃ

両
りょう

の幅
はば

の最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

は，2.5 mである。

【No. 37】 河
か

川
せん

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ J級
きゅう

及
およ

びS級
きゅう

河
か

川
せん

以
い

外
がい

の準
じゅん

用
よう

河
か

川
せん

の管
かん

理
り

は，市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

が行
おこな

う。

⑵ 河
か

川
せん

法
ほう

上
じょう

の河
か

川
せん

に含
ふく

まれない施
し

設
せつ

は，ダム，堰
せき

，水
すい

門
もん

等
とう

である。

⑶ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

の民
みん

有
ゆう

地
ち

での工
こう

事
じ

材
ざい

料
りょう

置
おき

場
ば

の設
せっ

置
ち

は河
か

川
せん

管
かん

理
り

者
しゃ

の許
きょ

可
か

を必
ひつ

要
よう

とする。

⑷ 河
か

川
せん

管
かん

理
り

施
し

設
せつ

保
ほ

全
ぜん

のため指
し

定
てい

した，河
か

川
せん

区
く

域
いき

に接
せっ

する一
いっ

定
てい

区
く

域
いき

を河
か

川
せん

保
ほ

全
ぜん

区
く

域
いき

という。

【No. 38】 建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 道
どう

路
ろ

とは，原
げん

則
そく

として，幅
ふく

員
いん

Tm以
い

上
じょう

のものをいう。

⑵ 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の延
の

べ面
めん

積
せき

の敷
しき

地
ち

面
めん

積
せき

に対
たい

する割
わり

合
あい

を容
よう

積
せき

率
りつ

という。

⑶ 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の敷
しき

地
ち

は，原
げん

則
そく

として道
どう

路
ろ

にJm以
い

上
じょう

接
せっ

しなければならない。

⑷ 建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
けん

築
ちく

面
めん

積
せき

の敷
しき

地
ち

面
めん

積
せき

に対
たい

する割
わり

合
あい

を建
けん

ぺい率
りつ

という。
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【No. 39】 火
か

薬
やく

類
るい

の取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，火
か

薬
やく

類
るい

取
とり

締
しまり

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれ

か。

⑴ 火
か

工
こう

所
じょ

以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

において，薬
やく

包
ほう

に雷
らい

管
かん

を取
と

り付
つ

ける作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

わない。

⑵ 消
しょう

費
ひ

場
ば

所
しょ

において火
か

薬
やく

類
るい

を取
と

り扱
あつか

う場
ば

合
あい

，固
こ

化
か

したダイナマイト等
とう

はもみほぐしてはならない。

⑶ 火
か

工
こう

所
じょ

に火
か

薬
やく

類
るい

を存
ぞん

置
ち

する場
ば

合
あい

には，見
み

張
はり

人
にん

を常
じょう

時
じ

配
はい

置
ち

する。

⑷ 火
か

薬
やく

類
るい

の取
とり

扱
あつか

いには，盗
とう

難
なん

予
よ

防
ぼう

に留
りゅう

意
い

する。

【No. 40】 騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の 規
き

格
かく

等
とう

に か か わ ら ず，特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の

対
たい

象
しょう

とならない作
さ

業
ぎょう

は，次
つぎ

のうちどれか。

ただし，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

がその作
さ

業
ぎょう

を開
かい

始
し

した日
ひ

に終
お

わるものを除
のぞ

く。

⑴ ロードローラを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑵ さく岩
がん

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑶ バックホゥを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑷ ブルドーザを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

【No. 41】 振
しん

動
どう

規
き

制
せい

法
ほう

に定
さだ

められている特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の対
たい

象
しょう

となる建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

は，次
つぎ

のうちどれ

か。

ただし，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

がその作
さ

業
ぎょう

を開
かい

始
し

した日
ひ

に終
お

わるものを除
のぞ

き，J日
にち

における当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

に係
かかわ

るS地
ち

点
てん

間
かん

の最
さい

大
だい

移
い

動
どう

距
きょ

離
り

が 50 mを超
こ

えない作
さ

業
ぎょう

とする。

⑴ ジャイアントブレーカ

⑵ ブルドーザ

⑶ 振
しん

動
どう

ローラ

⑷ 路
ろ

面
めん

切
せっ

削
さく

機
き

【No. 42】 船
せん

舶
ぱく

の航
こう

路
ろ

及
およ

び航
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，港
こう

則
そく

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

においては，他
た

の船
せん

舶
ぱく

を追
お

い越
こ

してはならない。

⑵ 汽
き

艇
てい

等
とう

以
い

外
がい

の船
せん

舶
ぱく

は，特
とく

定
てい

港
こう

を通
つう

過
か

するときには港
こう

長
ちょう

の定
さだ

める航
こう

路
ろ

を通
とお

らなければならない。

⑶ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

においては，原
げん

則
そく

としてえい航
こう

している船
せん

舶
ぱく

を放
はな

してはならない。

⑷ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

においては，並
へい

列
れつ

して航
こう

行
こう

してはならない。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.43〜 No.53 までの 1 1 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 43】 トラバース測
そく

量
りょう

において下
か

表
ひょう

の観
かん

測
そく

結
けっ

果
か

を得
え

た。閉
へい

合
ごう

誤
ご

差
さ

は 0.007mである。

閉
へい

合
ごう

比
ひ

は次
つぎ

のうちどれか。

ただし，閉
へい

合
ごう

比
ひ

は有
ゆう

効
こう

数
すう

字
じ

T桁
けた

目
め

を切
き

り捨
す

て，U桁
けた

に丸
まる

める。

側
そく

線
せん

距
きょ

離
り

I（m） 方
ほう

位
い

角
かく

緯
い

距
きょ

L（m）経
けい

距
きょ

D（m）

AB 37.373 180° 50V 40W 挨37.289 挨2.506

BC 40.625 103° 56V 12W 挨9.785 39.429

CD 39.078 36° 30V 51W 31.407 23.252

DE 38.803 325° 15V 14W 31.884 挨22.115

EA 41.378 246° 54V 60W 挨16.223 挨38.065

計
けい

197.257 挨0.005 挨0.005

閉
へい

合
ごう

誤
ご

差
さ

＝ 0.007m

⑴ J／26100

⑵ J／27200

⑶ J／28100

⑷ J／29200

【No. 44】 公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

で発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

が示
しめ

す設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に該
がい

当
とう

しないものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

書
しょ

⑵ 特
とっ

記
き

仕
し

様
よう

書
しょ

⑶ 設
せっ

計
けい

図
ず

面
めん

⑷ 見
み

積
つもり

書
しょ
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【No. 45】 下
か

図
ず

は橋
はし

の一
いっ

般
ぱん

的
てき

な構
こう

造
ぞう

を表
あらわ

したものであるが，L〜Xの橋
はし

の長
なが

さを表
あらわ

す名
めい

称
しょう

に関
かん

す

る組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

L N M X

⑴ 橋
きょう

長
ちょう

桁
けた

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

⑵ 桁
けた

長
ちょう

橋
きょう

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

⑶ 橋
きょう

長
ちょう

桁
けた

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

⑷ 支
し

間
かん

長
ちょう

桁
けた

長
ちょう

橋
きょう

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

【No. 46】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ランマは，振
しん

動
どう

や打
だ

撃
げき

を与
あた

えて，路
ろ

肩
かた

や狭
せま

い場
ば

所
しょ

等
など

の締
しめ

固
かた

めに使
し

用
よう

される。

⑵ タイヤローラは，接
せっ

地
ち

圧
あつ

の調
ちょう

節
せつ

や自
じ

重
じゅう

を加
か

減
げん

することができ，路
ろ

盤
ばん

等
など

の締
しめ

固
かた

めに使
し

用
よう

される。

⑶ ドラグラインは，機
き

械
かい

の位
い

置
ち

より高
たか

い場
ば

所
しょ

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

し，水
すい

路
ろ

の掘
くっ

削
さく

等
など

に使
し

用
よう

される。

⑷ クラムシェルは，水
すい

中
ちゅう

掘
くっ

削
さく

等
など

，狭
せま

い場
ば

所
しょ

での深
ふか

い掘
くっ

削
さく

に使
し

用
よう

される。
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【No. 47】 仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 直
ちょく

接
せつ

仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

と間
かん

接
せつ

仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

のうち，現
げん

場
ば

事
じ

務
む

所
しょ

や労
ろう

務
む

宿
しゅく

舎
しゃ

等
など

の設
せつ

備
び

は，直
ちょく

接
せつ

仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

で

ある。

⑵ 仮
かり

設
せつ

備
び

は，使
し

用
よう

目
もく

的
てき

や期
き

間
かん

に応
おう

じて構
こう

造
ぞう

計
けい

算
さん

を行
おこな

い，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

規
き

則
そく

の基
き

準
じゅん

に合
がっ

致
ち

するか

それ以
い

上
じょう

の計
けい

画
かく

とする。

⑶ 指
し

定
てい

仮
か

設
せつ

と任
にん

意
い

仮
か

設
せつ

のうち，任
にん

意
い

仮
か

設
せつ

では施
せ

工
こう

者
しゃ

独
どく

自
じ

の技
ぎ

術
じゅつ

と工
く

夫
ふう

や改
かい

善
ぜん

の余
よ

地
ち

が多
おお

いので，

より合
ごう

理
り

的
てき

な計
けい

画
かく

を立
た

てることが重
じゅう

要
よう

である。

⑷ 材
ざい

料
りょう

は，一
いっ

般
ぱん

の市
し

販
はん

品
ひん

を使
し

用
よう

し，可
か

能
のう

な限
かぎ

り規
き

格
かく

を統
とう

一
いつ

し，他
た

工
こう

事
じ

にも転
てん

用
よう

できるような計
けい

画
かく

にする。

【No. 48】 地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が

行
おこな

うべき事
じ

項
こう

として誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さが規
き

定
てい

の高
たか

さ以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

は，地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

及
およ

び土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

のうちから，地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

を選
せん

任
にん

する。

⑵ 地
じ

山
やま

の崩
ほう

壊
かい

等
とう

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれのあるときは，あらかじめ，土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

を

設
もう

け，防
ぼう

護
ご

網
あみ

を張
は

り，労
ろう

働
どう

者
しゃ

の立
たち

入
い

りを禁
きん

止
し

する等
とう

の措
そ

置
ち

を講
こう

じる。

⑶ 運
うん

搬
ぱん

機
き

械
かい

等
とう

が労
ろう

働
どう

者
しゃ

の作
さ

業
ぎょう

箇
か

所
しょ

に後
こう

進
しん

して接
せっ

近
きん

するときは，点
てん

検
けん

者
しゃ

を配
はい

置
ち

し，その者
もの

にこれ

らの機
き

械
かい

を誘
ゆう

導
どう

させる。

⑷ 明
あか

り掘
くっ

削
さく

の作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

所
しょ

は，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

を安
あん

全
ぜん

に行
おこな

うため必
ひつ

要
よう

な照
しょう

度
ど

を保
ほ

持
じ

しなければなら

ない。

【No. 49】 高
たか

さ=m以
い

上
じょう

のコンクリート造
ぞう

の工
こう

作
さく

物
ぶつ

の解
かい

体
たい

作
さ

業
ぎょう

にともなう危
き

険
けん

を防
ぼう

止
し

するために

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が行
おこな

うべき事
じ

項
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 外
がい

壁
へき

，柱
はしら

等
とう

の引
ひき

倒
たお

し等
とう

の作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うときは，引
ひき

倒
たお

し等
とう

について一
いっ

定
てい

の合
あい

図
ず

を定
さだ

め，関
かん

係
けい

労
ろう

働
どう

者
しゃ

に周
しゅう

知
ち

させなければならない。

⑵ 物
ぶっ

体
たい

の飛
ひ

来
らい

等
とう

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

が生
しょう

ずるおそれのある箇
か

所
しょ

で解
かい

体
たい

用
よう

機
き

械
かい

を用
もち

いて作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うときは，作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

以
い

外
がい

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

を立
た

ち入
い

らせてはならない。

⑶ 強
きょう

風
ふう

，大
おお

雨
あめ

，大
おお

雪
ゆき

等
とう

の悪
あく

天
てん

候
こう

のため，作
さ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

について危
き

険
けん

が予
よ

想
そう

されるときは，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

しなければならない。

⑷ 作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

には，作
さ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

及
およ

び順
じゅん

序
じょ

，使
し

用
よう

する機
き

械
かい

等
とう

の種
しゅ

類
るい

及
およ

び能
のう

力
りょく

等
とう

が示
しめ

されていなけ

ればならない。
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【No. 50】 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ロットとは，様
さま

々
ざま

な条
じょう

件
けん

下
か

で生
せい

産
さん

された品
しな

物
もの

の集
あつ

まりである。

⑵ サンプルをある特
とく

性
せい

について測
そく

定
てい

した値
あたい

をデータ値
ち

（測
そく

定
てい

値
ち

）という。

⑶ ばらつきの状
じょう

態
たい

が安
あん

定
てい

の状
じょう

態
たい

にあるとき，測
そく

定
てい

値
ち

の分
ぶん

布
ぷ

は正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

になる。

⑷ 対
たい

象
しょう

の母
ぼ

集
しゅう

団
だん

からその特
とく

性
せい

を調
しら

べるため一
いち

部
ぶ

取
と

り出
だ

したものをサンプル（試
し

料
りょう

）という。

【No. 51】 呼
よ

び強
きょう

度
ど

24，スランプ 12 cm，空
くう

気
き

量
りょう

5.0％と指
し

定
てい

した JIS A 5308レディーミクス

トコンクリートの試
し

験
けん

結
けっ

果
か

について，各
かく

項
こう

目
もく

の判
はん

定
てい

基
き

準
じゅん

を満
まん

足
ぞく

しないものは次
つぎ

のうち

どれか。

⑴ J回
かい

の圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

試
し

験
けん

の結
けっ

果
か

は，21.0 N/mm2であった。

⑵ U回
かい

の圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

試
し

験
けん

結
けっ

果
か

の平
へい

均
きん

値
ち

は，24.0 N/mm2であった。

⑶ スランプ試
し

験
けん

の結
けっ

果
か

は，10.0 cmであった。

⑷ 空
くう

気
き

量
りょう

試
し

験
けん

の結
けっ

果
か

は，3.0％であった。

【No. 52】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における，騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 舗
ほ

装
そう

版
ばん

の取
とり

壊
こわ

し作
さ

業
ぎょう

では，大
おお

型
がた

ブレーカの使
し

用
よう

を原
げん

則
そく

とする。

⑵ 掘
くっ

削
さく

土
ど

をバックホゥ等
など

でダンプトラックに積
つ

み込
こ

む場
ば

合
あい

，落
らっ

下
か

高
だか

を高
たか

くして掘
くっ

削
さく

土
ど

の放
ほう

出
しゅつ

を

スムーズに行
おこな

う。

⑶ 車
しゃ

輪
りん

式
しき

（ホイール式
しき

）の建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

は，履
り

帯
たい

式
しき

（クローラ式
しき

）の建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

に比
くら

べて，一
いっ

般
ぱん

に騒
そう

音
おん

振
しん

動
どう

レベルが小
ちい

さい。

⑷ 作
さ

業
ぎょう

待
ま

ち時
じ

は，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

等
など

のエンジンをアイドリング状
じょう

態
たい

にしておく。

【No. 53】 �建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に係
かか

る資
し

材
ざい

の再
さい

資
し

源
げん

化
か

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�（建
けん

設
せつ

リサイクル法
ほう

）に定
さだ

められて

いる特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

に該
がい

当
とう

するものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 建
けん

設
せつ

発
はっ

生
せい

土
ど

⑵ 建
けん

設
せつ

汚
お

泥
でい

⑶ 廃
はい

プラスチック

⑷ コンクリート及
およ

び鉄
てつ

からなる建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.54〜 No.61 までの 8 問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です

から全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 54】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

に必
ひつ

要
よう

なコーン指
し

数
すう

の値
あたい

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜X

に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・ダンプトラックより普
ふ

通
つう

ブルドーザ（15 t 級
きゅう

）の方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は L 。

・スクレープドーザより N の方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は小
ちい

さい。

・超
ちょう

湿
しっ

地
ち

ブルドーザより自
じ

走
そう

式
しき

スクレーパ（小
こ

型
がた

）の方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は M 。

・普
ふ

通
つう

ブルドーザ（21 t 級
きゅう

）より X の方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は大
おお

きい。

L N M X

⑴ 大
おお

きい 自
じ

走
そう

式
しき

スクレーパ（小
こ

型
がた

） 小
ちい

さい ダンプトラック

⑵ 小
ちい

さい 超
ちょう

湿
しっ

地
ち

ブルドーザ 大
おお

きい ダンプトラック

⑶ 大
おお

きい 超
ちょう

湿
しっ

地
ち

ブルドーザ 小
ちい

さい 湿
しっ

地
ち

ブルドーザ

⑷ 小
ちい

さい 自
じ

走
そう

式
しき

スクレーパ（小
こ

型
がた

） 大
おお

きい 湿
しっ

地
ち

ブルドーザ

【No. 55】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜Xに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・ L とは，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

性
せい

をいい，一
いっ

般
ぱん

にコーン指
し

数
すう

で判
はん

断
だん

される。

・リッパビリティーとは， N に装
そう

着
ちゃく

されたリッパによって作
さ

業
ぎょう

できる程
てい

度
ど

をいう。

・建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

は，現
げん

場
ば

の地
ち

形
けい

， M ，工
こう

事
じ

規
き

模
ぼ

等
など

の各
かく

種
しゅ

条
じょう

件
けん

によって変
へん

化
か

する。

・建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の作
さ

業
ぎょう

能
のう

力
りょく

は，単
たん

独
どく

の機
き

械
かい

又
また

は組
く

み合
あ

わされた機
き

械
かい

の X の平
へい

均
きん

作
さ

業
ぎょう

量
りょう

で表
あらわ

される。

L N M X

⑴ ワーカビリティー 大
おお

型
がた

ブルドーザ 作
さ

業
ぎょう

員
いん

の人
にん

数
ずう

日
にち

当
あ

たり

⑵ トラフィカビリティー 大
おお

型
がた

バックホゥ 土
ど

質
しつ

日
にち

当
あ

たり

⑶ ワーカビリティー 大
おお

型
がた

バックホゥ 作
さ

業
ぎょう

員
いん

の人
にん

数
ずう

時
じ

間
かん

当
あ

たり

⑷ トラフィカビリティー 大
おお

型
がた

ブルドーザ 土
ど

質
しつ

時
じ

間
かん

当
あ

たり
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【No. 56】 工
こう

程
てい

表
ひょう

の種
しゅ

類
るい

と特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜Xに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・ L は，各
かく

工
こう

事
じ

の必
ひつ

要
よう

日
にっ

数
すう

を棒
ぼう

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

・ N は，工
こう

事
じ

全
ぜん

体
たい

の出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

の累
るい

計
けい

を曲
きょく

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

・ M は，各
かく

工
こう

事
じ

の工
こう

程
てい

を斜
しゃ

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

・ X は，工
こう

事
じ

内
ない

容
よう

を系
けい

統
とう

だてて作
さ

業
ぎょう

相
そう

互
ご

の関
かん

連
れん

，順
じゅん

序
じょ

や日
にっ

数
すう

を表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

L N M X

⑴ バーチャート グラフ式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

ネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

⑵ ネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

バーチャート グラフ式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

⑶ ネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

グラフ式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

バーチャート 出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

⑷ バーチャート 出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

グラフ式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

ネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう
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【No. 57】 下
か

図
ず

のネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

について記
き

載
さい

している下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜

Xに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれか。

ただし，図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

の A〜Gは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

，数
すう

字
じ

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

②

⑤③ ⑥①⓪
Ａ

3日
にち

Ｃ

6 日
にち

Ｅ

9 日
にち

Ｂ

4 日
にち

Ｆ

8 日
にち

Ｇ

3日
にち

Ｄ

8 日
にち

④

・ L 及
およ

び N は，クリティカルパス上
じょう

の作
さ

業
ぎょう

である。

・作
さ

業
ぎょう

Bが M 遅
ち

延
えん

しても，全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

に影
えい

響
きょう

はない。

・この工
こう

程
てい

全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

は， X である。

L N M X

⑴ 作
さ

業
ぎょう

B 作
さ

業
ぎょう

D U日
にち

20日
にち

間
かん

⑵ 作
さ

業
ぎょう

C 作
さ

業
ぎょう

E S日
にち

21日
にち

間
かん

⑶ 作
さ

業
ぎょう

B 作
さ

業
ぎょう

D U日
にち

21日
にち

間
かん

⑷ 作
さ

業
ぎょう

C 作
さ

業
ぎょう

E S日
にち

20日
にち

間
かん
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【No. 58】 作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の端
はし

，開
かい

口
こう

部
ぶ

における，墜
つい

落
らく

・落
らっ

下
か

防
ぼう

止
し

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の

のL〜Xに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の端
はし

，開
かい

口
こう

部
ぶ

には，必
ひつ

要
よう

な強
きょう

度
ど

の囲
かこ

い， L ， N を設
せっ

置
ち

する。

・囲
かこ

い等
など

の設
せっ

置
ち

が困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

は，安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

のため M を設
せっ

置
ち

し， X を使
し

用
よう

させる等
など

の措
そ

置
ち

を講
こう

ずる。

L N M X

⑴ 手
て

すり 覆
おお

い 安
あん

全
ぜん

ネット 要
よう

求
きゅう

性
せい

能
のう

墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

⑵ 足
あし

場
ば

板
いた

筋
すじ

かい 作
さ

業
ぎょう

台
だい

昇
しょう

降
こう

施
し

設
せつ

⑶ 手
て

すり 覆
おお

い 安
あん

全
ぜん

ネット 昇
しょう

降
こう

施
し

設
せつ

⑷ 足
あし

場
ば

板
いた

筋
すじ

かい 作
さ

業
ぎょう

台
だい

要
よう

求
きゅう

性
せい

能
のう

墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

【No. 59】 車
しゃ

両
りょう

系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜Xに当
あ

てはま

る語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

規
き

則
そく

上
じょう

，正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれか。

・運
うん

転
てん

者
しゃ

は，運
うん

転
てん

位
い

置
ち

を離
はな

れるときは，原
げん

動
どう

機
き

を止
と

め， L 走
そう

行
こう

ブレーキをかける。

・転
てん

倒
とう

や転
てん

落
らく

のおそれがある場
ば

所
しょ

では，転
てん

倒
とう

時
じ

保
ほ

護
ご

構
こう

造
ぞう

を有
ゆう

し，かつ， N を備
そな

えた機
き

種
しゅ

の

使
し

用
よう

に努
つと

める。

・ M 以
い

外
がい

の箇
か

所
しょ

に労
ろう

働
どう

者
しゃ

を乗
の

せてはならない。

・ X にブレーキやクラッチの機
き

能
のう

について点
てん

検
けん

する。

L N M X

⑴ または 安
あん

全
ぜん

ブロック 助
じょ

手
しゅ

席
せき

作
さ

業
ぎょう

の前
ぜん

日
じつ

⑵ または シートベルト 乗
じょう

車
しゃ

席
せき

作
さ

業
ぎょう

の前
ぜん

日
じつ

⑶ かつ シートベルト 乗
じょう

車
しゃ

席
せき

その日
ひ

の作
さ

業
ぎょう

開
かい

始
し

前
まえ

⑷ かつ 安
あん

全
ぜん

ブロック 助
じょ

手
しゅ

席
せき

その日
ひ

の作
さ

業
ぎょう

開
かい

始
し

前
まえ
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【No. 60】 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に用
もち

いられる x挨 R管
かん

理
り

図
ず

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜Xに

当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・データには，連
れん

続
ぞく

量
りょう

として測
そく

定
てい

される L がある。

・x管
かん

理
り

図
ず

は，工
こう

程
てい

平
へい

均
きん

を各
かく

組
くみ

ごとのデータの N によって管
かん

理
り

する。

・R管
かん

理
り

図
ず

は，工
こう

程
てい

のばらつきを各
かく

組
くみ

ごとのデータの M によって管
かん

理
り

する。

・x挨 R管
かん

理
り

図
ず

の管
かん

理
り

線
せん

として， X 及
およ

び上
じょう

方
ほう

・下
か

方
ほう

管
かん

理
り

限
げん

界
かい

がある。

L N M X

⑴ 計
けい

数
すう

値
ち

平
へい

均
きん

値
ち

最
さい

大
だい

・最
さい

小
しょう

の差
さ

バナナカーブ

⑵ 計
けい

量
りょう

値
ち

平
へい

均
きん

値
ち

最
さい

大
だい

・最
さい

小
しょう

の差
さ

中
ちゅう

心
しん

線
せん

⑶ 計
けい

数
すう

値
ち

最
さい

大
だい

・最
さい

小
しょう

の差
さ

平
へい

均
きん

値
ち

中
ちゅう

心
しん

線
せん

⑷ 計
けい

量
りょう

値
ち

最
さい

大
だい

・最
さい

小
しょう

の差
さ

平
へい

均
きん

値
ち

バナナカーブ

【No. 61】 盛
もり

土
ど

の締
しめ

固
かた

めにおける品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のL〜Xに当
あ

ては

まる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・盛
もり

土
ど

の締
しめ

固
かた

めの品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の方
ほう

式
しき

のうち L 規
き

定
てい

方
ほう

式
しき

は，盛
もり

土
ど

の締
しめ

固
かた

め度
ど

等
など

を規
き

定
てい

するもの

で， N 規
き

定
てい

方
ほう

式
しき

は，使
し

用
よう

する締
しめ

固
かた

め機
き

械
かい

の機
き

種
しゅ

や締
しめ

固
かた

め回
かい

数
すう

等
など

を規
き

定
てい

する方
ほう

法
ほう

である。

・盛
もり

土
ど

の締
しめ

固
かた

めの効
こう

果
か

や性
せい

質
しつ

は，土
つち

の種
しゅ

類
るい

や含
がん

水
すい

比
ひ

， M 方
ほう

法
ほう

によって変
へん

化
か

する。

・盛
もり

土
ど

が最
もっと

もよく締
し

まる含
がん

水
すい

比
ひ

は，最
さい

大
だい

乾
かん

燥
そう

密
みつ

度
ど

が得
え

られる含
がん

水
すい

比
ひ

で X 含
がん

水
すい

比
ひ

である。

L N M X

⑴ 品
ひん

質
しつ

工
こう

法
ほう

施
せ

工
こう

最
さい

適
てき

⑵ 品
ひん

質
しつ

工
こう

法
ほう

管
かん

理
り

最
さい

大
だい

⑶ 工
こう

法
ほう

品
ひん

質
しつ

施
せ

工
こう

最
さい

適
てき

⑷ 工
こう

法
ほう

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

最
さい

大
だい

― 21 ―


